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第17 編 電波伝搬・アンテナ

編主任 安 達 三 郎( 東 北 大) 編幹事 沢谷 邦 男( 東 北 大)
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第19 編 レーダ・電波航法

編主任 吉 田 孝( 東 芝) 編幹事 久 郷 幸 次( 東 芝)

第1 部 門 レ ー ダ

部門主任 久 郷 幸 次( 東 芝)

執筆委員 笠 巻 健 蔵( 日本 無 線) 國 分 幹 郎( 東 芝) 玉 真 哲雄( 三 菱電 機)

辻 忠 雄( 日 電) 山 岸 文夫( 防 衛 庁)
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第2 部 門 航 空 電 波 航 法

部門主任 片 野 忠 夫( 電子航法研)

執筆委員 片 野 忠 夫( 電子航法研) 小 塩 立 吉( 日 電) 山 崎 浩( 東 芝)
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2・1 無指向性ラジオビーコン(NDB) および自動方向探知機(ADF)2 ・2VOR

2・3 距離測定装置2 ・4 タカン2 ・5NAVSTARGPS

2・6 ドップラーナビゲータ2 ・7 慣性航法装置
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